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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年5月29日(2014.5.29)

【公開番号】特開2014-65797(P2014-65797A)
【公開日】平成26年4月17日(2014.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-019
【出願番号】特願2012-211074(P2012-211074)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＱＤ　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月26日(2014.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　例えば、Ｓｒ３Ｎ２、Ｓｉ３Ｎ４、Ａｌ２Ｏ３およびＡｌＮ、ならびにＣｅＯ２を、目
的の組成となるような仕込み組成で混合する。Ｓｒ３Ｎ２の代わりにＳｒ２ＮあるいはＳ
ｒＮ等、もしくはこれらの混合物を用いてもよい。均一な混合粉体を得るために、質量の
少ない原料粉体から順に乾式混合することが望まれる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　一実施形態にかかる発光装置は、前述の蛍光体を含む蛍光発光層と、前述の蛍光体を励
起する発光素子とを具備する。図２は、一実施形態にかかる発光装置の構成を表わす概略
図である。
　図２に示す発光装置においては、基材２００の上に、リード２０１、２０２およびパッ
ケージカップ２０３が配置されている。基材２００およびパッケージカップ２０３は樹脂
性である。パッケージカップ２０３は、上部が底部より広い凹部２０５を有しており、こ
の凹部の側面は反射面２０４として作用する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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実施例１
　Ｓｒ原料、Ｃｅ原料、Ｓｉ原料、およびＡｌ原料として、Ｓｒ３Ｎ２、ＣｅＯ２、Ｓｉ

３Ｎ４、およびＡｌＮを用意し、バキュームグローブボックス中でそれぞれ秤量した。Ｓ
ｒ３Ｎ２、ＣｅＯ２、Ｓｉ３Ｎ４およびＡｌＮの配合質量は、それぞれ２．９９３ｇ、０
．１５５ｇ、５．２６２ｇ、および１．５３７ｇとした。配合された原料粉体を、遊星ボ
ールミルを用いて乾式混合した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　５００～６００ｎｍの波長域で光吸収があるということは、蛍光体からの黄色の発光を
蛍光体自身が吸収することを意味し、量子効率の低下をもたらすことから、この波長域に
対する吸収はゼロであることが望ましい。この波長域に対する吸収はＣｅ４＋に起因する
と考えられ、ＢＮ鞘を使用することにより、Ｃｅ４＋の生成が抑制されたと考えられる。
４３０ｎｍの吸収係数の増加もＣｅ４＋の減少、即ちＣｅ３＋の増加に起因するとして、
理解することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２５０～５００ｎｍの波長範囲内に発光ピークを有する光で励起した際に、５００～６
００ｎｍの波長範囲内に発光ピークを示し、波長５６０ｎｍの光に対する吸収係数α５６

０ｎｍが４×１０－５以下であり、かつ下記一般式（１）： 
　　　　　（Ｍ１－ｘＣｅｘ）２ｙＡｌｚＳｉ１０－ｚＯｕＮｗ　　（１）（ここで、
ＭはＢａ、Ｓｒ、Ｃａ、Ｍｇ、Ｌｉ、Ｎａ、およびＫからなる群から選択される金属元素
であり、
０＜ｘ≦１、
０．８≦ｙ≦１．１、
２≦ｚ≦３．５
ｕ≦１、
１．８≦ｚ－ｕ、
１３≦ｕ＋ｗ≦１５
である）
で表わされることを特徴とする蛍光体。
【請求項２】
　ＭがＳｒである、請求項１に記載の蛍光体。
【請求項３】
　波長５６０ｎｍの光に対する吸収係数α５６０ｎｍと波長４３０ｎｍの光に対する吸収
係数α４３０ｎｍの比α５６０ｎｍ／α４３０ｎｍが５．５以下である、請求項１～３の
いずれか１項に記載の蛍光体。
【請求項４】
　２５０～５００ｎｍの波長範囲内に発光ピークを有する光を発する発光素子と、
　前記発光素子からの光を受けて黄色発光する蛍光体を含有する蛍光発光層と
を具備し、前記黄色発光蛍光体が、請求項１～３のいずれか１項に記載の蛍光体であるこ
とを特徴とする発光装置。
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【請求項５】
　前記蛍光発光層が、緑色発光する蛍光体および赤色発光する蛍光体をさらに含有する、
請求項４に記載の発光装置。
【請求項６】
　２５０～４００ｎｍの波長範囲内に発光ピークを有する光を発する発光素子と、
　前記発光素子からの光を受けて黄色発光する蛍光体と前記発光素子からの光を受けて青
色発光する蛍光体とを含有する蛍光発光層と
を具備し、前記黄色発光蛍光体が、請求項１～５のいずれか１項に記載の蛍光体であるこ
とを特徴とする発光装置。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の蛍光体の製造方法であって、
　Ｍの窒化物および炭化物から選択されるＭ原料と、Ａｌの窒化物、酸化物および炭化物
から選択されるＡｌ原料と、Ｓｉの窒化物、酸化物および炭化物から選択されるＳｉ原料
と、Ｃｅの酸化物、窒化物および炭酸塩から選択されるＣｅ原料とを混合して混合物を得
る工程と、
　前記混合物を焼成する工程と
を具備することを特徴とする製造方法。
【請求項８】
　前記混合物の焼成は、５気圧以上の圧力下、１５００～２０００℃で行なわれることを
特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記混合物の焼成は、窒素雰囲気中で行なわれることを特徴とする請求項７または８に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記原料の混合物を蓋付きるつぼに投入して焼成する、請求項７～９のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記るつぼを、さらに蓋付きの外套容器内に配置したうえで焼成を行う、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　焼成後に生成物を洗浄する工程をさらに具備する、請求項７～１１のいずれか１項に記
載の方法。
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